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This study aims to investigate the effect of introducing the value-added tax 
(VAT), which is expected to be implemented in January 2018, on the economy 
and government finance of the UAE in the future. For this purpose, we use 
previous studies on the introduction of VAT in the developing countries as a 
reference. Analysing the experience of the developing countries in which VAT 
was already phased in will be beneficial to anticipate the future of the UAE 
economy after the new tax introduction. At the same time, characteristics such 
as the dependence of government finance on oil revenue, the fiscal structure 
which consists of seven emirates and the federal government, and Abu Dhabi’s 
grip on the other emirates, will make the impact more complicated. 
As a result of consideration, we first conclude that even if new taxes such as 
VAT are introduced in the UAE, tax revenue share is expected to be low in the 
UAE fiscal structure; thus, a significant increase in tax revenue will not be 
immediately expected. Second, if government revenues increase due to the new 
tax introduction, government expenditure may be easily expanded. Third, the 
introduction of VAT can cause inflation in the UAE, unless the government 
provides tax exemption for basic necessities. Finally, the introduction of new 
taxes will help to allocate a budget to the education and social welfare sectors in 
the less developed northern Emirates to eliminate regional income inequalities. 
中東レビュー  Vol.5 (2017-2018) 































2016 年の MENAP 諸国の成長率成長率は 3.4％と予測されているのに対して、GCC 諸国平均は
1.7％であり、MENAP 諸国の中でも経済回復の遅れが目立つ（表 1）。この GCC 諸国の経済見通
しの暗さは、2017年も継続すると見られている。  
                                                   
1 MENAP とは、中東北アフリカ諸国およびアフガニスタン・パキスタンを含む地域を指す。 















年 11 月発表）」、ドバイ首長国では「計画 2021（2014 年 12 月発表）」と「産業戦略 2030（2016 年 6






途上国の GDP に占める政府収入の割合は平均で 28％、政府支出は 30.5％（いずれも 2014 年）を
占めるのに対して、GCC 諸国平均では政府収入が GDP の 44.2％、政府支出は 38.0％を構成して
いる（図 1）。GCC諸国政府が政府収入の多くを石油収入に頼っていることと、大きな公共部門を抱え
国民向けに手厚い公共サービスを提供していることがこうした財政構造の特徴となって表れている。  
                                                   
2 後述する UAE 以外の GCC 諸国でも、これまで経済多角化と脱石油経済を課題とした経済改革計画を
相次いで発表してきた。サウジアラビアの「ビジョン 2030（2016 年 4 月発表）」とその下位プログラ
ムである「国家変容計画 2020（NTP 2020）」は各種報道でも大きく取り上げられた。中でも、国営石
油会社サウジアラムコの新規株式公開計画は、当局の強い決意の表れとされている。カタールでは「国
家ビジョン 2030（2008 年 7 月発表）」、バハレーンでは「経済ビジョン 2030（2008 年 10 月発表）」
が現在の開発計画として実行されている。オマーンの「ビジョン 2020（1996 年策定）」は、GCC 諸
国の近年の経済改革計画の中ではより長期的な視野に立った計画であるが、この計画の中でも非石油部
門の成長促進や投資促進による民間部門の強化といった GCC 諸国共通の目標が掲げられている。 
（単位：％）
2011-12年平均 2013年 2014年 2015年 2016年(予測) 2017年(予測)
GCC諸国平均 5.1 3.1 3.3 3.4 1.7 2.3
アラブ首長国連邦 5.0 4.7 3.1 4.0 2.3 2.5
サウジアラビア 4.3 2.7 3.1 4.0 2.3 2.5
バハレーン 5.1 5.4 4.4 2.9 2.1 1.8
クウェート 5.5 0.4 0.6 1.1 2.5 2.6
オマーン 3.8 3.2 2.9 3.3 1.8 2.6
カタール 12.4 4.6 4.0 3.7 2.6 3.4
MENAP全体 5.2 2.4 2.7 2.3 3.4 3.4





図 1 GCC 諸国の財政収支の比較（対 GDP 比、2014 年、単位：％） 
 








2016 年 10 月に発表された IMFの経済見通しにおいても、UAE の財政収支が回復するまでには




ン価格は 25％値上げされた。同様に、アブダビ首長国では、2015 年 1 月に水道と電気料金の値上




など政府収入の確保に努めてきた。さらに 2016 年 3 月には、ドバイで新たに空港税の徴収を定めた
執行評議会決議が可決された［畑中 2016］。これらの政策努力が結実するのであれば、UAE 財政の
























道に乗りつつある。実現時期や税率についての議論の末、2016 年 2 月にターイル財政担当国務相
は IMFのラガルド専務理事との共同会見で、UAE が 2018 年 1月 1日から税率 5％の付加価値税
を導入することを発表、これ以降 UAE政府は導入のための調整を本格化させた。 
IMF の推計によると、個人消費の 90％を付加価値税の課税ベースとした場合、付加価値税による
収入の対 GDP比率は、UAE で 2.1％、バハレーン 2.2％、クウェート 2.1％、オマーン 1.7％、カター
















                                                   






2011-12年平均 2013年 2014年 2015年 2016年(予測) 2017年(予測)
GCC諸国平均 10.8 10.8 3.1 -9.4 -9.8 -6.9 
アラブ首長国連邦 11.1 10.4 5.0 -2.1 -3.9 -1.9 
サウジアラビア 8.2 5.8 -3.4 -15.9 -13.0 -9.5 
バハレーン 0.0 -5.4 -5.8 -15.1 -14.7 -11.7 
クウェート 28.5 34.3 28.1 1.5 -3.6 3.2
オマーン 9.2 4.7 -1.1 -16.5 -13.5 -10.3 
カタール 9.3 22.2 15.0 5.4 -7.6 -10.1 
MENAP全体 2.8 0.0 -2.9 -8.8 -8.5 -6.0 

























開発途上国 5ではこの税収増加効果があまり明確ではない［Keen and Lockwood 2006］。一方で、一
般的な途上国においては付加価値税の導入は税収の増加が期待できるとの報告もされている［タイト
                                                   
4 IMF ［2015］においても GCC 諸国の税制改革の重要性が指摘されており、その中でも付加価値税の
導入は最重要項目の一つとして挙げられている。 


































































































































































































か国中 22 か国あり、深刻なインフレーションを引き起こしたのは 1 か国（ノルウェー）のみであった。 











ない点である。2012 年のデータによると UAE 財政全体 7の政府収入 4949 億ディルハムのうち石油
収入が 3958 億ディルハム、非石油収入は 989 億ディルハムであり、石油会社以外からの法人所得
税 8は 13.5 億ディルハム（政府歳入の 0.27％）に過ぎない 9（表 3）。なお、法人所得税による収入は
2000 年以降増加傾向にあるが、政府収入に占める法人所得税のシェアは 0.2～0.5％の範囲で変動
しているに過ぎず、これまで法人所得税は主要な財源にはなっていなかった。関税収入についても
2012 年には 111 億ディルハムで政府歳入の 2.2％である。政府収入の 6～8 割を占める石油収入を
除くと、非石油収入は投資収益や手数料収益に支えられてきた。計画通りに付加価値税が導入され
たとして、対 GDP比率で 36％の政府収入（2012年）に付加価値税による税収が同比 2%前後加算さ
れるという計算になる。ただし、付加価値税導入直後の税収の増加はわずかだとしても、より長期的に
見れば、経済発展に伴い消費市場が成熟することで課税対象が拡大したり、付加価値税率が引き上
げられることで付加価値税からの税収が増加する余地は十分に残されている［Bird and Gendran, 
2007］。 
 
表 3 UAE 財政全体の構造の変化（2000-2012 年、単位：%） 
 










9 UAE 経済の中心を担うアブダビとドバイの経済構造については後述するが、 アブダビは UAE の
GDP の 66％、ドバイは同比 24％（2012 年統計）を占める。また、UAE の原油埋蔵量の 94％がアブ
ダビに集中している。つまり、アブダビが UAE の石油生産の大半を握り、UAE 経済と財政の中心的
な役割を担っている。 
2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年
政府収入/GDP 23.5 20.7 16.4 18.4 23.7 30.9 34.7 33.8 39.0 27.2 29.8 34.3 36.1
石油収入/政府収入 66.9 65.8 61.9 67.7 76.7 74.9 76.5 72.4 79.9 68.0 74.7 82.3 80.0
非石油収入/政府収入 33.1 34.2 38.1 32.3 23.3 25.1 23.5 27.6 20.1 32.0 25.3 17.7 20.0
関税 2.0 2.4 2.5 2.9 2.4 1.9 1.7 2.5 1.9 3.4 2.6 2.3 2.2
利益移転 4.4 4.3 5.1 3.5 2.6 2.3 2.0 4.0 1.2 1.6 1.6 1.7 1.5
法人所得税 0.2 0.3 0.4 0.4 0.2 0.2 0.4 0.3 0.3 0.5 0.4 0.2 0.3
手数料 4.7 6.5 9.7 7.7 5.5 7.3 4.8 3.0 5.3 9.8 8.4 5.3 5.1
投資収益 16.8 14.8 13.4 11.8 6.6 9.3 11.0 12.3 6.3 7.8 5.0 2.8 5.1
その他 5.1 5.9 7.0 6.1 6.0 4.2 3.7 5.5 5.2 9.0 7.4 5.5 5.8
政府支出/GDP 21.6 25.2 21.5 20.1 17.9 15.9 15.8 17.8 22.0 40.4 31.6 30.3 27.2
財政収支/GDP 1.9 -4.5 -5.1 -1.6 5.8 15.0 18.9 16.0 16.9 -13.2 -1.8 4.1 8.9





















2016 年 12 月、2020 年エキスポ開催のための建設計画を推進するために、470 億ディルハムの予算
を公表した。それによると GDP に対して 0.6％の赤字を計上する見通しである。シャルジャもインフラ
への支出を昨年比で 7％増加すると発表した［Al-Hashemi 2017］。これらの首長国の政府支出計画
                                                   
10 アブダビとドバイを除く以下 5 つの首長国を指す；シャルジャ、アジュマン、ウンム・アル＝カイワ
イン、フジャイラ、ラアス・アル＝ハイマ。 
11 ただし、アブダビ財政は 2009-2011 年にかけて歳出超過に陥っている。これは 2009 年に発生したド
バイ危機（ドバイの政府系持株会社ドバイワールドと、その傘下の不動産開発会社ナキールが抱える全
ての債務の支払いを猶予してもらうよう債権者に要請すると発表したことが発端）を受けて、アブダビ
からドバイへ財政支援したことが大きな要因である。この 3 年間で毎年 99-121 億ディルハムの支援が
行われていた。 
12 アブダビ投資庁の資産については公開されていないが、Fitch Ratings 社によると 2016 年末には
4750 億ドルの資産を保有すると試算されている。同社レポートによると、アブダビ投資庁の資産は
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（2017年 3月 9日 脱稿）  
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